
決
議 

 

 

未
曾
有
の
少
子
高
齢
社
会
が
進
行
し
、
人
口
減
少
が
現
実
と
な
る
中
、
政
府
は
一
億
総
活

躍
社
会
を
目
指
す
と
し
な
が
ら
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
を
司
令
塔
に
経
済
再
生
と
財
政
再
建

を
優
先
し
て
き
た
。
国
民
皆
保
険
を
守
る
と
い
う
名
目
で
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
年
間
五

千
億
円
に
抑
制
し
、
高
額
医
薬
品
へ
の
対
応
と
し
て
、
薬
価
改
定
を
毎
年
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
医
療
に
経
済
や
財
政
の
理
論
を
押
し
付
け
る
施
策
は
、
逆
に
国
民
皆
保
険
制
度
の

崩
壊
に
つ
な
が
る
。 

 

一
方
、
社
会
保
障
の
充
実
と
安
定
化
に
充
当
す
る
と
し
た
消
費
税
増
税
の
延
期
に
よ
り
、

財
源
不
足
と
歳
出
削
減
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
政
府
は
安
心
な
社
会
保
障
を
目
指
す
と
し
て
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
種
々
の
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
医
療
・
介
護
へ
の

投
資
は
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経
済
の
実
現
に
つ
な
が
る
。
そ
の

意
味
で
も
、
要
と
な
る
「
人
」
に
対
す
る
十
分
な
手
当
て
が
必
要
で
あ
り
、
次
期
診
療
報
酬
・

介
護
報
酬
同
時
改
定
は
、
プ
ラ
ス
改
定
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
医
師
需
給
対
策
で
は
、
医
師
の
地
域
、
診
療
科
の
偏
在
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
保
険

医
の
配
置
・
定
数
の
設
定
や
、
自
由
開
業
・
自
由
標
榜
の
見
直
し
を
含
め
て
検
討
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
医
師
は
地
域
の
診
療
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
検
診
や
予
防
接
種
、
学
校
医
・

産
業
医
活
動
な
ど
様
々
な
地
域
の
社
会
的
役
割
を
担
っ
て
地
域
の
包
括
的
医
療
に
参
画
し
、

国
民
の
健
康
と
長
寿
に
貢
献
し
て
き
た
。
こ
の
医
療
体
制
の
基
盤
を
堅
持
す
る
た
め
に
も
、

政
府
は
医
師
の
自
立
性
を
尊
重
し
、
強
制
配
置
に
よ
る
偏
在
対
策
は
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

以
上
よ
り
、
我
々
は
国
民
の
健
康
と
国
民
の
医
療
制
度
を
守
る
た
め
に
、
左
記
の
如
く
決

議
す
る
。 

 

記 

 

一
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
堅
持
せ
よ
。 

一
、
次
期
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
を
プ
ラ
ス
改
定
と
せ
よ
。 

一
、
医
師
の
強
制
配
置
に
よ
る
偏
在
対
策
は
撤
回
せ
よ
。 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
八
日 

 
 

愛
知
県
医
師
会
第
一
七
八
回
（
臨
時
）
代
議
員
会 


